
-50 dB 以下の高消光比と 80 %以上の高透過電力を両立設計した 
テラヘルツ波帯ワイヤーグリッドの実験評価 
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1. まえがき 

現在、グラフェンでの光学量子ホール効果などテラ

ヘルツ波を用いた新たな物理現象が観測[1]される中、

偏光計測のための極めて高感度なテラヘルツ波帯ワイ

ヤーグリッドが求められている。 
これまでにテラヘルツ波帯ワイヤーグリッドの研究

では、平行平板積層型[2]、ブリュースター角で-45 dB の

消光比となるシリコン基板上へのミクロンオーダーの

アルミ構造の作製[3]、ナノインプリント技術による 1.0 
THz での消光比-50 dB[4]などが報告されている。 
著者らは、-60 dB 消光比、90 %透過電力、堅牢、低コ

ストの 4 点全てを両立したワイヤーグリッド GoIS の研

究を進めている。これまでに高速なモードマッチング

法[5, 6]により解析し、平行平板積層型のワイヤーグリ

ッドの最適化のための高速な設計法を構築[7]した。平

行平板内にフィルムを挿入した構造の最適化設計と実

験評価を行った[8]。本稿ではフィルムの誘電体損失を

除去するため中空構造で消光比、透過電力を最適化設

計した。作製可能な条件も考慮している。さらに素子の

作製を行い、実験評価を行った。 
2. モードマッチング法による最適化設計 

図 1 にワイヤーグリッドを示す。構造は波長に対し

て十分大きく、x 軸方向は周期構造、y 軸方向は無限一

様構造である。外部に周期境界壁を仮想し、1 本分抜き

出した 2 次元解析モデルをモードマッチング法で設計

し、TM モードの透過電力を解析した。消光比は、平行

平板内の TE モードの伝搬定数[9]より求めた。 
表 1 に設計パラメータを示す。金属の厚み t=20 m、

伝搬方向の金属の長さ a=2.0 mm で、0.1~2.99 THz で-60 
dB 以下の消光比とともに、TM モードの透過電力の平

均値 94 %を設計した。 
3. ワイヤーグリッドの作製と実験結果 

図 2 に作製したワイヤーグリッド GoIS を示す。平行

平板とスペーサーはエッチングにより作製しているた

め、低コストである。従来の素子に比べて極めて堅牢で

もある。導体損も抑えるため、平行平板表面は金めっき

を施している。ワイヤーグリッド中央部で数 10 m 程度

のたわみによる積層誤差が生じている。 
図 3 に実験結果を示す。0.2~2.3 THz で消光比は-50 dB

以下に保っている。TM モードの透過電力の平均値は

82 %である。TM モードの平均透過電力の設計値との差

は 12 %であり、インピーダンス整合による反射抑圧も

おおむねできている。 
4. まとめ 

モードマッチング法により最適化設計した高消光比、

高透過電力な中空構造ワイヤーグリッドを作製し、実験

により評価した。今後、ワイヤーグリッド中央部のたわ

みを抑える新たな構造の土台を作製し、動作確認する。 
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Fig. 1 Designed terahertz wire-grid polarizer. 
Table 1 Parameters of the wire-grid polarizer. 

 d 50 μm a 2.0 mm t 20 μm l 11 mm 

Fig. 2 Fabricated terahertz wire-grid polarizer.

 
Fig. 3 Measurement of the terahertz wire-grid polarizer GoIS. 
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